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序

　鳥取市は、鳥取県の県庁所在地として、また、平成16年の合併によって山陰

地方最大の都市としてさらに展開中の、人口20万人余りを擁する地方都市です。

　鳥取市内には、河川による平野部、その周辺の丘陵上、砂丘地等に数多くの

遺跡が存在していますが、これらの埋蔵文化財は「国、地域の豊かな歴史と文

化を生き生きと物語る国民の共有財産で、国や地域の誇りと愛着をもたらす精

神的拠り所、地域の歴史的・文化的環境を形作る重要な資産」です。このよう

な認識のもと、財団法人　鳥取市文化財団では、開発と文化財の共存をはかる

べく、各関係機関の協力を得ながら埋蔵文化財発掘調査事業を進めています。

　さて、今回実施した横枕前田遺跡の調査は、NTTDoCoMo鳥取横枕基地局

基礎設備工事に伴う発掘調査として平成19年10月から且月に現地調査を実施し

ました。調査の結果、奈良時代～平安時代初め頃の貴重な遺構、遺物が検出さ

れ、当地域の古代文化の一端を明らかにする資料を提供することができまし

た。ささやかな冊子ではありますが、私たちの郷土理解に役立てていただくと

ともに、今後の調査研究の一助となれば幸いです。

　おわりに、今回の発掘調査にあたり、ご理解とご協力をいただきました地元

の皆様をはじめ関係各位の方々に、心から感謝申し上げます。

平成20年3月

財団法人　鳥取市文化財団

理事長山崎群次



例 口

1．本書は、NTTDoCoMo鳥取横枕基地局基礎設備工事に伴って行った横枕前田遺跡の発掘調査報告

　　書である。

2．本発掘調査は、株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ中国の委託を受けて、財団法人鳥取市文化財

　　団鳥取市埋蔵文化財センターが平成19（2007）年度に現地調査を実施し、あわせて報告書を作成し

　　た。

3．発掘調査を実施した横枕前田遺跡の所在地は、鳥取市横枕字前田157番2である。

4．発掘調査によって作成された記録類および出土遺物は鳥取市教育委員会に保管されている。

5．現地実測・図面の作成は、調査員・補助員を中心に調査参加者全員の協力のもとに行った。また、

　　出土遺物の整理および遺物実測’図面の浄書は神谷伊鈴・渇橋博子を中心として行った。

6．本書の執筆・編集は、山田真宏が行い、神谷伊鈴がこれを補佐した。

7．発掘調査から本書の作成にあたっては、次の方々から指導・助言ならびに協力をいただいた。記し

　　て厚く感謝いたします。

　　株式会社エヌ・テイ・テイ・ドコモ中国　　　株式会社熊谷組広島支店

　　　鳥取市教育委員会文化財課　　　㈱安部日鋼工業　　　八幡建設株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同、敬称略）

凡 例

1．本書に用いた方位は、第1図は座標北、第2図は真北、その他は磁北を示し、レベルは海抜標高で

　　ある。

2．本書に使用した遺構等の略号および表示は次のとおりである。

　P　：ピット状遺構

　SX：不明遺構

3。断面図の土色については『新版標準土色帖』による。

4．今回の調査によって出土した遣物は、遣跡名、遺構名、遣物台帳登録番号、取り上げ年月日を基本

　　的に注記し、写真や図面などの記録類も同様である。

　　（例；2007　横‡先前田S．　P－05　NQ25　2007．10ユ9）
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《はじめに》

　横枕前田遺跡は、鳥取市横枕字前田、JR鳥取駅から南南西に直線距離で約5．6kmに所在する。千代川

によって形成された鳥取平野南側に面した丘陵裾部で、支流の猪子川出口付近に形成された世帯数約60

戸の横枕集落東側平野部に立地する標高48m弱の独立丘陵南西裾に位置する。横枕集落周辺の丘陵上お

よび裾部には古くから横穴式石室等を持つ古墳の存在がその露出により知られていたが、近年の中国横

断自動車道姫路鳥取線の整備に伴って調査が行われ、多くの古墳や遣物散布地が新たに確認されている

地域である。

1．発掘調査に至る経緯と経過

　今回の調査は携帯電話基地局新設計画に伴って実施したものである。計画予定地は現在の横枕集落東

端部の畑作地に位置する。上述のとおり、周辺には古墳や遺物散布地が確認されてきていたものの、本

予定地はこれまで遺跡の存在は知られていなかった地点である。そのような中、本計画が持ち上がった

際に鳥取市教育委員会で現地確認を行った結果、耕作土中に土器片の散布が認められた。また隣接丘陵

上に横枕古墳群も所在することなどから遺跡確認の試掘調査が同市教育委員会によって平成19年7月に

実施され、古墳時代後期から奈良・平安時代とみられる遺構・遣物が確認された。その結果をもとに同

市教育委員会と関係機関との間で計画変更等も含めた種々の協議がなされたが、計画予定地内で現状で

の遺跡の保護・保存が困難との結論に至り記録保存の調査を実施することとなった。調査の実施に当

たっては、NTTDoCoMo中国から委託を受けた財団法人　鳥取市文化財団　鳥取市埋蔵文化財セン

ターがこれを実施した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼鑓〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ§さ，、　　iつ

第1図　調査地位置図
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　現地調査は資材搬入などの調査準備の後、平成19年10月中旬から掘下げ作業を開始した。調査に当

たっては、鳥取市教育委員会の試掘結果を参考に、調査地ほぼ中央に任意の基準点COを設定し、これ

を交点として東西ラインは東に5m、西に3．5m、それと70度の角度で振る南北ラインは北と南にそれ

ぞれ4mの位置に測量杭を設定した。調査地の掘下げは人力で行ったが、調査地の北西辺と北東辺境界

には浅い溝が現有し、降雨時には水の流れも認められることから、まず土のう袋による溝肩部の補強養

生と並行して表土除去を実施した。その後、試掘埋め戻し土除去、遺物包含層掘下げ、遺構検出、記録

類の作成を適宜行い、完掘時には、高所作業車による全体写真撮影等を行った。調査の結果、2面の遺

構面からピット状遣構、不明遺構を検出し、少量ながら遺物も1コンテナ程度出土している。完掘後は

調査地が横枕集落東端部であることを考慮し、また鳥取市教育委員会の指導もあり、調査地の埋め戻し

を行ってll月初旬に現地調査を終了した。調査面積は、65㎡である。なお写真や図面といった記録類の

整理作業等は、現地作業と並行して進めたが、遣物の水洗、注記、復元等は現地調査終了後に報告書作

成とあわせて本格的に実施し、平成20年3月に終了した。

∬．調査の組織・体制

発掘調査の組織、体制は以下のとおりである。

　　調査主体　財団法人　鳥取市文化財団

　　　　　　　理事長　山崎群次
　　　　　　　副理事長 住田高市
　調査指導　鳥取市教育委員会　文化財課

　事務局　財団法入　鳥取市文化財団　鳥取市埋蔵文化財センター

　　　　　　　所　　　長　　前　田　　　均

　　　　　　　所長補佐　 山田真宏
　　　　　　　主　　　幹　　谷　口　恭　子

　調査担当　財団法人　鳥取市文化財団　鳥取市埋蔵文化財センター

　　　　　　　調査員　山田真宏　神谷伊鈴
　　　　　　　調査補助員　濱橋博子

班．遺跡の位置と歴史的環境

　横枕前田遺跡は、前述のとおり鳥取市横枕集落東側の独立丘陵南西裾に位置し、北東側に向かって拓

く谷口平野をこの独立丘陵が二分する頂点付近に位置する。

　鳥取平野において人の足跡がたどれるのは千代川東岸の浜坂地内の砂丘から採取された黒曜石製の有

舌尖頭器で、詳細は不明ながら旧石器時代まで遡る可能性を持つものとされている。本遺跡周辺では現

在のところ縄文時代の遺跡が古く、約2km北の丘陵裾に位置する晩期の突帯文土器が検出された本高円

ノ前遺跡、その1kmほど北の平野部で後期から晩期の土器が検出された山ヶ鼻遺跡、さらにその1kmほ

ど北で千代川の自然堤防上に形成された古海遺跡などが知られ、遺跡の立地場所が後期から晩期に推移

したのではと考えられている。弥生時代の周辺遺跡としては、横枕集落後背丘陵の標高100m余りの地

点で古墳調査（横枕42、53～55号墳）に伴って申期後半の土器が検出されており、その約1km北の標高75

m付近の丘陵上では古墳調査（下味野41～4号墳）時に中期および後期の土器が、同じく古墳調査（下味

野46～55号墳）時に発見されてあわせて調査された標高40～50m程度の下味野童子山遺跡では焼失竪穴

住居から中期の土器がまとまって検出されている。また千代川水系の氾濫原にあたる平野部では、標高

7～8m程度の微高地に、中期の土器や土坑・溝状遺構が検出された山ヶ鼻遣跡や菖蒲遺跡、後期の土

器や田下駄、大足などの木製品の検出された服部遺跡、上述の古海遣跡などが形成され、さらに丘陵裾

一2一
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部では、後期を主体とする竪穴住居や掘立柱建物・土坑等が検出された北村恵儀谷遺跡等が知られてい

る。墳墓については、上述の下味野童子山遺跡調査時に中期の土墳墓が、独立丘陵の釣山で後期の土器

棺墓が、同じく独立丘陵上の服部墳墓群で後期の墳墓3基が検出されている。古墳時代になると、横枕

集落の後背にあたる北側の丘陵上および東側の独立丘陵上に前期から後期に亘る90基余りの古墳を内包

する横枕古墳群が展開する。また周辺丘陵上にも倭文、玉津、篠田、下味野、服部、釣山、古海等で古

墳群が形成されており、鳥取平野周辺部でも多くの古墳の営まれた地域となっている。歴史時代になる

と、本遺跡の約4km北北東の現在の菖蒲集落周辺に7世紀後半に菖蒲廃寺が創建される。その周辺には

古代山陰道の通過地点が想定されるとともに、駅衙、郡衙の推定地ともされており、律令期に入ってか

らの鳥取平野西岸の中心的地域であったと考えられている。現在では集落の西に菖蒲廃寺の塔芯礎とみ

られる礎石が残り往時を偲ばせているほか、周辺の山ヶ鼻遺跡では、同時期の掘立柱建物や溝状遺構、

土坑が検出されている。また本遺跡の約1．5km南東には式内社の倭文神社が所在し、古代新羅系の織布

技術を持った集団である委文部がこの地域に居住していた可能性が考えられている。さらに律令体制下

のこの地域には条里制が施行されるとともに東大寺領「高庭庄」として開発されたことも陳南院文書』に

より知られている。ただこの庄園経営はうまくいかなかったようで、庄域の多くが売却された後も開発

は進められたものの次第に没落し、国衙領に再編されたものと考えられている。14世紀になると因幡守

護に山名氏が任じられ、15世紀には湖山池東岸の天神山に守護所を移して布施天神山城を築いて鳥取城

へ移るまでの因幡支配の拠点とした。本遺跡周辺の丘陵上には山名氏の家臣であった武田高信の持城で

あった鵯尾城等が形成されるが、猪子所在城跡や倭文所在城跡等も含めていずれも羽柴秀吉の鳥取城攻

略前後にその使命を終えて廃嘘となったものと考えられる。

引用・主要参考文献
　鳥取市噺修鳥取市史　第1巻　古代・中世編闘983年

　閤）鳥取市文化財団『横枕古墳群n』2003年

一第2図　遺跡名称一

1．大熊段古墳群

2．三浦古墳群

3．桂見墳墓群

4．布勢鶴指奥墳墓群
5．　里イニ古墳群

6、桐間古墳群
7．徳尾古墳’群

8．古海古墳群

9．本高古墳群

10。宮谷古墳群

11、小森山古墳群

12．釣山古墳群

13．服部墳墓群

14、下味野古墳群

15．　篠田古墳群

16．横枕古墳群

17．玉津古墳群

18．長谷古墳群

A、岩吉遺跡

B．湖山第2遣跡
C．天神山遣跡

D．西桂見遺跡

E、桂見遺跡

F．東桂見遺跡

G．布勢第1遺跡
H．布勢第2遺跡
1．里仁遺妻亦

」．大櫓遺跡

K．小森山遺跡
L．北村恵、儀谷遺跡

M．古海遺跡

N．山ケ鼻遺跡
O．菖蒲遺自亦

P．本高円ノ前遺跡

Q．服部遺跡

R．古市遣跡

S．横魏前田遣跡

a．西桂見墳丘墓

b．櫓間1号墳
c、　古海・35号墳

d．服部23号墳

e．下味野23号墳
fひ　横’枕55号墳

一凡例一

〇集落遺跡・鋤散欄

○墳墓群・古墳群

嗣　　主要古墳
幽

幽　横穴

曲　城跡

一4一



］V．調査の結果

1＞基本層序〔第4図、PL　3〕

　調査地は前述のとおり独立丘陵裾部で、ちょうど小さな谷平野が二つに分かれる分岐点に位置する。

現状では、調査地と丘陵の間には横枕集落へ続く道が所在し、調査地は畑作地として利用されている。

　厚さ5～20cmの耕作土（表土）下に5～20cm厚の灰黄褐色粘質土（第3・4層）とにぶい黄褐色粘質土

（第5層）が堆積し、その下に10～40cm厚の灰黄褐色粘質土（第14層）と褐灰色粘質土（第15層）が土師器片

および須恵器片の遺物包含層として遺存する。丘陵（高位）側ではこの第15層下が地山の黄褐色粘質土

A D
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第3図　第1遺構面実測図（第2遣構面のP－◎8含む）
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（第45層）となり、遺物包含層の第14・15層上面と地山（第45層）上面が遺構面である。［前者　第1遺構

面、後者：第2遺構面］

2）検出遺構〔第3・5・6図、PL　3～5〕

　検出した遺構は、第1遺構面から8ヶ所と、第2遺構面から2ヶ所の計10ヶ所である。このうち調査

区北東部、第1遺構面から検出した土層変化部は検出長5．8m、同幅1．2m以上、深さ0．5mを測るが、

湧水の多い中断ち割りを実施した結果、埋土中からガラスや瓦、陶器、焼土ブロック等の現代ごみが検

出され、撹乱穴であることが半‖明した。また上記の10ヶ所以外にも、主に5～20cm大の河原石を中に詰

め込んだ現代の暗渠4条と、一部がそれを切る形の耕作痕と考えられる幅10cm強の溝状土層変化部を検

出した。これらのうち撹乱穴と暗渠についてはその検出範囲を全体図に掲載したが、耕作痕と考えられ

る溝状土層変化部については省略した。さらに平成19年度の鳥取市教育委員会による試掘調査で検出さ

れたP－01～03のうちP－02とP－03は既報告で現代のものとされており、全体図に掲載はしたが、説明

は割愛する。

　なお、現代のもの以外の遺構は、その出土遣物と層序関係から奈良～平安時代初め頃とそれ以前のも

のと考えられる。

ピット状遺構

　第1遺構面から7基と第2遺構面から1基の計8基を検出した。上述の現代のものとみられる2基

（P－02、03）以外には大きくは大小の規模の違いが見受けられ、それぞれ80～90cm程度、30～40cm程度

である。埋土は前者は基本的に灰黄褐色粘質土で、後者は複数土層となる。いずれも調査範囲内では建

，　　P－01　　　　　　　　　　　　　＼　　剛　　　　　　　　　　　　　　P－05

・（2．
　の　　　　　　ノ

　　　／ソ

ボーリング跡

H＝29，30m

．灰宣褐色粘質土　10’　9（輿暢色ゴニプロックを含む｝
．灰黄浸色粘質土　1帆R4／2～坦YR㌢2（1よりやや｛司，或灘色土プロソ

クを多く含む）

．1　掲色隷質一ヒ　1⑪YR4／2（2よシ）やや踏；佼褐〉］ブロックを含む）
．灰黄鵜色枯貿上　10YR4／2～し～暑色姦，質；｝：10YR3　（2よi）緕）

　　　P－06
⇒

〔＼＼＼　／／ノ

II＝29．30m

．賠翼色格質土　7．5YR3／
　（妄燈　　を密に含む　　或褐色討ア｜二を含む）
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物を構成する柱穴と考えられるものはなく、P－04、05、07などはその規模などから土坑とも考えられ

る。

　このうちP－01は調査区中央よりやや北で検出された。平面形はほぼ円形で、直径81cm、深さ18cmを

測る。断面観察では、二段掘りの中央段落ち部分から柱痕跡状の立ち上がりが認められる。埋土中から

土師器および須恵器の細片が検出されたが図化するには至らなかった。

　P－01の南約2．61nのP－04は、平面形はややつぶれた楕円形で、81×68cm、深さ15cmを測る。断面形

は皿状である。埋土は単一層の灰黄褐色粘質土で、中から須恵器体部片が検出されたが図化するには至

らなかった。

　P－01の南西約2．8mのP－05は、平面形はほぼ円形で、82×76cm、深さ18cmを測る。断面形は逆台形

状である。埋土は単一層の灰黄褐色粘質土で、中から須恵器杯（第6図一1）、底部片（2）、体部片およ

び、土師器片が検出された。このうち無高台の杯（1）は、口縁端部でやや細り後丸く納められ、口縁部

には重ね焼き痕が認められる。底部は軽いナデが施される。復元口径12。Ocm、同底径9．　Ocm、器高4．5cm

を測る。底部片（2）は復元底径5．Ocmで、外面に圧痕が認められる。

　P－01の西約3mのP－06は、平面形は楕円形で、33×29cm、深さ12cmを測る。断面形は不定形で、埋

土は暗褐色粘質土と灰黄褐色粘質土の二層に分かれる。遺物は検出されなかった。

　P－Olの西北西約2．5mのP－07は現代の暗渠に切られるが、平面形は楕円形で、90×83cm、深さ16cm

を測る。断面形は逆台形状で、埋土は単一層の灰黄褐色粘質土である。遺物は検出されなかった。

　第2遺構面検出のP－08は、平面形は楕円形で、41×36cm、深さ27cm以上である。部分的にテラス部

をもち、断面観察では柱痕跡状土層変化（黒褐色粘質土）が斜めに立ち上がる。遺物は検出されなかった。

　なお各ピット状遺構内の出土遺物は少ないが、P－05内出土遺物から、第1遣構面検出のP－01、04～

07は奈良～平安時代初め頃と考えられ、遺物は検出されなかったものの層序関係からP－08はそれ以前

と考えられる。

不明遺構

　第2遺構面から検出された遺構である。調査区南西側の半分近くを占め、北東側削平部以外はいずれ

も調査範囲外へ広がるため全体の形状は不明である。規模は、現状で長軸となる北西～南東方向で検出

長8．3m、短軸の南西～北東方向で4m以上となる。北東側削平面から比較的平坦となる床面間での深

さは1．28m以上である。遣物は、試掘調査時に埋土最上層から須恵器片が検出されたほかは、底面近く

の埋土中から須恵器体部片1点が検出されたのみである。遣構の性格については不明である。また時期

については出土遺物から、古墳時代後期から奈良～平安時代初め頃としておきたい。

《おわりに》

　各遣構の調査結果は上述のとおりであるが、以下、調査の所見にふれることでごく簡単ではあるがま

とめの代わりとしたい。

　今回の調査地は標高約29．3m、谷を二分する独立丘陵の先端付近に位置する。調査地の丘陵側は削平

のためか耕作土下の堆積土が薄いが、現代のもの以外に、ピット状遣構6基、不明遣構1基を検出し

た。これらの遺構のうちピット状遺構については、大小の違いが認められるが、建物を構成する柱穴と

は考えられず、土坑の可能性も含めてその性格については不明である。時期については、出土遺物から

奈良～平安時代初め頃と考えられる。また不明遺構についても、その性格については、調査地狭小で全

体像が不明のうえ遺物も極めて少なく半断が困難である。しかしながらあえていくつかの可能性につい

て考えてみると、まず調査範囲内との限定ではあるが、この遺構内床面等に溝やピット等の遺構は検出

されていない点がある。このことは、丘陵斜面に検出されることのある、段状遺構あるいはテラス状遺
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構とは異なるものと考えられる。次に埋土状況をみると、遺構造成後比較的早い段階で灰黄褐色あるい

はにぶい黄褐色、黄褐色の粘質土や粘土が肖‖平部裾付近に堆積し（第53、52、34、31、30、28層）、次い

で床面中央側と見られる南西側に黒褐色、暗褐色、褐色の粘土（第25、23、32、29層）が堆積する。その

上には部分的に褐色粘質土（第50、51層）も認められるものの、基本的に検出面まで灰黄褐色粘土（第20

層）やにぶい黄褐色粘土（第28、18、19層）、にぶい黄橿色粘土（第17層）が順層として堆積する。これら

は、動いたり澱んだりしながらの堆積状況とは考えられず、流路状のものとも異なると考えられる。さ

らに少量とはいえ、出土した遺物からは遺構の性格を伺い知ることはできなかった。これらのことから

現段階ではその詳細は不明ながら、不明遺構は、溝状あるいは土坑状の遣構の可能性を考えておきた

いo

　なお今回の調査地からは古墳時代後期から奈良～平安時代初め頃の遺構と遺物が検出された。もちろ

ん遺構の密度や遺物の出土量からは、調査地がこの時期の遺跡の中心部とは考えられない。しかしなが

らこの地域には前述のとおり古墳時代前期から後期に亘る多くの古墳が造営されていることは事実であ

り、これらの古墳造営が終息に向かう、あるいは終息した後の時期の遺跡が調査で確認されたことは地

域の歴史を考える上でも貴重である。ただ今回の調査では不明な点も多く、今後さらに資料の蓄積およ

び研究に努めていかなければならない。
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